
民ﾁﾋ公チ嗜民ヂ増ハチヒハザーご￥ご蛤Ｒゴミ公公

大藤小学校

～与七公公ゴニハゴ亀ﾁﾞ哩写宅ハゴ￥Ｕ宅公公ｺﾞ凸

｢小・中学校の連携を通し，豊かな心をはぐくむ道徳教育の推進」

～生命を尊重し，よりよい生き方を考える児童・生徒の育成を目指して～

Ｉ研究の内容と方法

１研究のねらい

「小，中学校が連携をし，９年間を見通した道徳教育を，道徳授業を中心に行う中で，

授業や活動の工夫をすれば，自分・命・家族・仲間・地域を見つめる心が育つであろ

う。」を研究仮説とし，児童生徒の行動や考え方の把握を行い，小中学校の連携の具体

的内容を検討し実践していく中で，教育活動の中で働き掛け，児童生徒の内面に根ざし

た道徳'性の育成をねらいとした研究をすすめていく。３校の子どもたちが一緒になる塩

山北中との，スムースな連携をはかり，心豊かな児童生徒の育成をはかっていきたい。

同じ地域に住む児童，生徒が心豊かに成長することは，地域の人々の願いであり，喜び

である。小中学校９年間を見通した研究を充実していきたい。

２研究の内容

（１）全教育活動との関連及び小中学校での連携・交流活動を考慮した道徳教育全体計画

の作成と実践

（２）教職員の研修と資料収集・教材開発の推進

（３）授業の実践及び地域への授業公開の実施

（４）道徳'性を培う環境整備活動の実施

３研究の方法

（１）校内研究を効率的に推進するために，全体研究会の他に研究小委員会と部会研究会

を設ける。

（２）研究小委員会を必要に応じて開き，各部との連携を図る゜

（３）授業研究，授業公開を行う。

（４）授業案の検討や各部会から提案された内容の検討を通し，共通理解を図る。

（５）中学校や中学校区の小学校との連携を通して，９年間を見通した研究体制を作って

いく。

４具体的実践

ァ塩山北中学区への公開授業

・授業研究第１学年道徳金井京子教諭「大切な命」（生命尊重）

・授業研究第３学年道徳青柳仁美教諭「エチケットしんだん」（礼儀）

・授業研究第４学年道徳町田信次教諭「ふるさとのよさ」（郷士愛）

イ環境整備活動

・花いっぱい運動，３つの柱（礼儀，生命尊重，郷士愛）にそった標語作りの取り

組み，美しい言葉・心に残る言葉の校舎内への掲示

－３３‐ 



Ⅱ成果と課題

○研究主題，サブテーマ，研究仮説は，４校の統一テーマとともに本校の子どもたちの

実態をふまえ，つけたい力や望む姿などを折り込んでいて，とても妥当なものだった。

○授業は，保護者を始め，連携推進協議会委員，塩山北中学区の先生方などに見てもらい，

貴重な意見・感想を頂いた。

○資料収集や教材開発についても，１年生で扱った絵本や４年生のゲストテイーチャーに

よる「柏原せぎ」など新しい材料に取り組み，努力した。

○環境整備の面でも，標語募集と掲示が実現し，わずかだが意識啓発に役立ったと思う。

○塩山北中学区が目指す３つの子ども像に,道徳の授業や実践活動から迫ることができた。

○重点項目をも&にした各学年の道徳の年間指導計画を作成することができた。

☆研究仮説の中で授業や活動の工夫という表現がある。まさしく授業公開では，担任が様

々な工夫を凝らしたが，授業や活動の工夫という面についてしっかり検証していく必要

がある。

☆道徳の授業で学んだことを実践の場でも生かせるようにしていきたい。

☆校内の研究内容は，今年度と同じでよいと思うが，小中連携なので４校が同一歩調で進

められるよう，来年度はさらに話し合いや連絡を取り合っていきたい。

☆小中の連携ばかりでなく，地域住民や保護者との連携の側面もさらに研究していきたい。

Ⅲ成果物
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(研究主任 青柳仁美）
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